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研修レポート
議員全体編

群馬県町村議会 議員研修会
　　場所：吉岡町文化センター　ホール11/1

「議員報酬・政務活動費の
　充実に向けた論点と手続き」
　　　　　～住民福祉の向上を実現する町村議会のための条件整備～

「議員報酬・政務活動費の
　充実に向けた論点と手続き」
　　　　　～住民福祉の向上を実現する町村議会のための条件整備～

講師
大正大学社会共生学部教授

　　　　 江藤　俊昭氏
え とう としあき

　議員報酬については、それだけで
は、生計を維持できない低水準であ
り、そのことが議員の成り手不足の
要因であるとの議論があるが、それ
だけではなく議会力アップに連動し
て、そのことが議会・議員の魅力を
住民に伝える。それが議員報酬とつ
ながる論点も必要であると認識をし
ました。榛東村議会では政務活動費
の交付はありませんが、活用方法や
課題を具体的に説明を受け、議会力
をアップすることの大切さを実感し
ました。　　　　　　　（清水健一）

　記録的短時間大雨が起こるメカニズム
や１９８０年代からの群馬県内各地の気温
上昇などから、これからの防災・減災対
策についてご講演いただきました。近年、
暑さで亡くなる人が増加しており、その
防止には日傘が重要とのことです。熱中
症などで亡くなる方の４割近くが室内で発
生しているとも伺いました。過去に類を
見ない大雨が増加しているので、気象庁
のキキクル（危険度分布）やお知らせメー
ルなどで普段からチェックする習慣づけを
し、防災・減災に対応できるようにする
ことが大切であると学びました。

（須田仁美）

講師
気象予報士・防災士

　　　　 南　　利幸氏
みなみ としゆき

「気候変動・異常気象と
　　　　これからの防災・
　　　　　　　　減災対策」

「気候変動・異常気象と
　　　　これからの防災・
　　　　　　　　減災対策」

講師
群馬県町村議会議長会次長

　　　　 河野　哲也氏
かわ の てつ や

　わかりやすく丁寧な説明をしてくださ
る河野先生から、今回も多くを学びまし
た。まずは、議会の地位や使命から始ま
り、議員の責務といった基本の確認をし
ました。続いて本会議における不測の事
態として、不規則発言や不穏当発言、そ
れらの取り消しや訂正を学びました。次
に、動議の取り扱い、除斥、秘密会の手
続き等について伺い、最後は忘れてはい
けない議員の心得で締めくくりとなりま
した。　　　　　　　（波多野佐和子)

北群馬郡町村議会議長会議員研修会
　　場所：吉岡町文化センター　研修室10/20

「地方議会における
　 議事の諸対応について」
「地方議会における
　 議事の諸対応について」

議会広報常任委員会編

榛東・吉岡議会議員編

講師
議会広報サポーター

　　　　 芳野　政明氏
よし の まさあき

　２４日は「住民に読まれ、伝わり、議会の
見える化へ」のタイトルで始まりました。ま
ずは読みたくなるような表紙の題字やレイ
アウト、そして写真。読者の目を引く編集方
法を学びました。２５日はしんとうむら議会
だより１００号を診断していただき、改善課
題の点検や確認を行いました。その中で、
掲載された「村民の声」に対して議会がどう
対応していくのか、その「ひと言」を加える
などの工夫をすることや村民の意見の常設
コーナーを設けることなどのアドバイスを受
け、「住民参加型」の編集の必要性を学びま
した。　　　　　　　　（波多野佐和子)

議会広報研修会・広報クリニック
　　場所：群馬県市町村会館

11/
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「住民に読まれ、伝わり
　 議会の見える化へ　～議会広報の基本と編集～」
「住民に読まれ、伝わり
　 議会の見える化へ　～議会広報の基本と編集～」
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防災中枢機能施設整備事業に対する提言書を提出
１　施設開所後の人員配置等の運営方法を検討し、それらを踏まえた
設計や計画とすること

２　現在の計画には精米機はないが、どのように運営するのかを踏ま
えて精米機の導入についても検討をすること

３　安心安全なアレルギー対応給食を提供するため、栄養士の増員を検討すること
４　食物アレルギーの原因食材だけでなく、宗教の禁食や服薬等で食べられない食材にも対応すること
５　榛東産（近隣産）の温かく美味しい米飯の提供ができるよう、関係団体との協議や検討を早めに行うこと
６　未就学児のプレイルームでは、障害の有無に関わらず、対象の子どもたちだれもが安心安全に遊べるよう
工夫をし、就学児の兄姉がいる場合等多様な状況でも活用できるようにすること

７　隣接する道路や田畑への影響も考え建設前後の雨水対策をしっかりすること

研修レポート
文教厚生常任委員会編

　沼田市学校給食センターは、３つの調理場を一つにし、令和２年度８月末から稼働しています。小
中学校等２１校、３５３０食を提供しています。特色は、アレルギー調理室や玄米で入荷したお米を精
米して蒸気により炊飯する設備を導入し、つきたて・炊きたての温かいご飯を児童生徒に提供してい
ます。食物アレルギー等対応原因食材は１２７品目、対応人数は約１３０人です。実際に調理している
様子の録画映像を視聴しながら説明を受け、最新設備や対応など多くのことを学べました。

防災中枢機能施設整備事業の現状での計画や内容等について調査11/22

文教厚生常任委員会
　　場所：沼田市学校給食センター11/17

地元産の温かいご飯の提供とアレルギー対応給食を学ぶ地元産の温かいご飯の提供とアレルギー対応給食を学ぶ

（南　千晴）

質　　問

倒れた人によって救命活動に差が生じることがないよう　ＡＥＤシートの導入を

ＡＥＤは47台設置してあり、早急に検討しすぐに役立てたい

令和４年第１回定例会　一般質問

そ　の　後
令和４年第３回定例会にて補正予算が可決され、各ＡＥＤに三角巾
２枚と三角巾を活用した「女性に配慮したＡＥＤの使い方」の説明
カードを配置しました。村ではＡＥＤシートの代わりに、プライバ
シーに配慮するために三角巾を活用することにしました。

あのあの質問はどうなったん？はどうなったん？

研修内容

長野県 飯綱町議会 議会運営委員会（議員８名、議会事務局員２名）

　　　　「議員定数について」

長野県 飯綱町議会 議会運営委員会（議員８名、議会事務局員２名）

　　　　「議員定数について」

▶10月13日

　飯綱町議会は、2021年の議会議員の選挙が無投票とな

り、議員のなり手不足が懸念されているということなどか

ら、当議会の議員定数削減について研修に来られました。

これまでの定数削減の経緯や削減後の議会運営などにつ

いて説明をし、その後、活発な意見交換を行いました。

　飯綱町議会も継続的に定数問題に取り組んでおり、議員定数の考え方をはじめ、無投票、議員報酬、住民

参加、なり手不足対策、多様な人が議員として活動できる環境整備などについて、いろいろな意見や考えを

伺うことができ、学ぶことができました。 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 　（南　千晴）

ようこそ榛東村議会へ
ようこそ榛東村議会へ

視察研修受け入れ編
視察研修受け入れ編
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